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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
人類の起源を考える上で,その背景となった霊長類の進化,とくに類人猿の起源と進化の研究は重要な
意味をもっている｡現在知られている証拠から,類人猿の起源はアフリカにあったと考えられる｡アフリ
カでは今のところ類人猿化石は主に中新世前期の東アフリカから多く知られている｡ しかし,現生の類人
猿の進化を理解する上で重要な中新世中期の化石はユーラシア大陸から比較的よく発見されているものの,
アフリカからは少ない｡申請論文で扱われているナチョラ地域は数少ない中新世中期東アフリカ化石産地
の一つであり人類の起源と進化を研究する上で重要な位置を占めている.
申請者は,日本 ･ケニヤ合同調査隊に参加し,ナチョラ地域から産出した霊長類化石のうち小型類人猿
の,主に歯牙からなる標本を対象に個々の標本の形態を詳細に記載し,他の東アフリカ化石産地から発見
されている霊長類化石と比較した｡申請者の分析によると,ナチョラ地域の化石標本では,大臼歯歯冠が
近遠心方向に相対的に長く,暁頭は極めて強く膨隆して,小高や上顎三角錐寓及び距錐寓,下顎距錐寓な
どを著しく圧迫し,稜線が低く丸みを帯び,ごく弱い発達を呈するなど,独特の形態を示す｡これらの特
徴から,申請者はナチョラ地域の小型類人猿をケニヤ西部の中新世前期および中期から知られていた
NyanR:aPihecus属に同定した｡ さらに申請者は,ケニヤ西部から発見されている既知のNyanR=aPihecus
属2種 (N.Pickfordi,N.i,ancouveringi)との比較を行い,ナチョラ地域のNyanEaPithecusは歯冠のサ
イズとプロポーション,暁頭の膨隆 ･高さ,小高などの圧迫,歯帯の発達など形態的にも幾つかの点で違
うことを明らかにし,NyanR'aPithecus属の新種 N.harrisoniとして記載した｡また,食性についても考
察し,Nyan3:aPithecusの歯の形態から,彼らは堅い食物を含む雑食傾向をもった食性を持っていたと結
論し,NyanR:aPithecusとの関係が指摘されているOreopithecuS(中新世後期,イタリア)は後に強い葉
食性に適応したのであろうと述べている｡
この研究は,数少ないアフリカの中新世中期の化石類人猿研究に対し,ナチョラ地域での化石の発見,
歯牙形態を中心とした詳細な観察と記載,アフリカ中新世のOrleOPithecuS科Nyangapithecus属の新種の
記載,さらに,その結果をもとにNyanzapithecus属の食性の適応とOreopihecus科の進化についても考
察をおこなうなどこの分野の研究を大きく前進させた｡したがって,申請論文は博士 (理学)の学位論文
として十分に価値あるものと判断される｡
なお,平成8年11月12日に本論文および参考論文に示されている研究業績のほか,関連する諸分野につ
いて試問を行った結果,合格と認めた｡
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